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既に､筆者らは､ゲノムの変異を検出可能な方法としてゲノムプロフィリング法を開発したが､その応用と

して､ゲノムに変異を与えるもの(変異原物質)や､自然突然変異率を測定することが可能であることを示してき

た｡本研究では､この方法を微量 ･簡易化しさらに自動化して､より再現性高く､簡便かつ高感度なものとす

ることをめざした｡従って､研究の中心は､(1)GPの中心的ツール､マイクロゲルの実用化実験､(2)長時

間運転を可能とする微量培養システムの構築にあった｡

まず､(1)については､ゲルの組成､調製方式､ゲルカセットの形状などを検討し､3ヶ月の長期保存を

可能とするゲル組成を確立した｡カセットの使用法については鮮明なパターンを簡易な操作で容易に再現的に

鮮明なバンドパタ-ンを得るための検討を深め､概ね実現した｡同時に､このLLTGゲルの用途を広げる実験を

行い､単に本来の目的のTGGEのみならず､通常のDNAやタンパク質の電気泳動による迅速解析が可能であ

ることを示した｡とりわけ､SNP(単一ヌクレオチド多形)解析の有力な手段であるTG-ヘテロヂュプレックス法

への適用性が示されたのは有用である｡ (2)の長時間運転用の装置の原型を開発し､運転により幾つかの

ハード的 ･ソフト的問題 (外部環境を考慮した上での温度制御や微量高粘性状態での撹拝による通気､微量定

量的な連続的試料分注操作､長時間運転による機械部分の磨耗損傷)の洗い出しを行い､その幾つかに対して

は対応策を施した｡現在 1000世代培養を目指して運転実験中である｡質量分析器などでは､背後にある他

の成分 (数 1000倍～数 100万倍)に隠れて､感度的に検出困難であった超微量変異原試料 (ppbオーダ

ー)の検出についても我々の開発した広い意味での "バイオアッセイ系"が極めて高感度なシステムとなるこ

とを確認した｡
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